
「令和元年度地域学校協働活動研修会」事業報告 

１ 事業名 令和元年度地域学校協働活動研修会 

２ 期 日 令和元年８月２６日（月） 

３ 参加者 ５８名 

４ 日 程 

時 間 内         容 

13:40～14:00 

 

14:00～14:10 

 

14:10～15:30 

 

 

 

15:30～15:40 

 

15:40～16:40 

 

 

 

 

16:40～16:45 

受  付 

 

開会行事 

 

講  話 

「学校を核とした人づくり・地域づくりの推進に向けて」 

            福岡教育大学 教授 伊藤 克治 氏 

 

準  備 

 

グループ協議 

「テーマ１ 地域の現状と課題の共有」 

「テーマ２ 今後の活動の発展に向けて」 

            福岡教育大学 教授 伊藤 克治 氏 

 

閉会行事 

５ 活動の実際 

 講話「学校を核とした人づくり・地域づくりの推進に向けて」 

 （１）内容 

   講話では、研究者やコーディネーターとしての視点だけでなく、ご自身のＰＴＡでの活動や、地域

とともに取り組んだ実践を紹介していただくことができました。参加者にとって身近で伝わりやすい

内容が好評でした。 

 （２）活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           【講話】              

（３）参加者の声 

  ○実践を根拠にした講話がとてもわかりやすく参考になりました。 

○地域が CS を通してつながり、魅力ある地域・学校を目指して目標を共有して取り組むことの大切さ 

を改めて感じました。 

  



グループ協議「テーマ１ 地域の現状と課題の共有」「テーマ２ 今後の活動の発展に向けて」 

（１）内容 

   グループ協議では、各市町の様々な所属や立場にある参加者が偏りなく交流することができるように、

意図的にグループ構成を行いました。その結果、多様な意見を活発に交流することにつなげることがで

きました。 

 （２）活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【「えんたくん」(コミュニケーションツール)を        【全体交流】 

活用したワークショップ】         

 （３）参加者の声 

  ○地域が CS を通してつながり、魅力ある地域・学校を目指して目標を共有して取り組むことの大切さ

を改めて感じました。 

○「えんたくん」を使った協議では、学校運営協議会や PTA、学校の先生などと話ができ、大変参考に

なりました。 

６ 全体をとおして 

   事業構想を作成し、京築地域の現状、講話やグループ協議で取り上げていただきたい内容を事前に

伝えるなど、連絡調整を密に行いました。その結果、地域の実態や参加者のニーズに合った講話や実

践事例の紹介、多様な意見が交流できるグループ協議につなげることができました。 

 

 


